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九州自動車道（山江サービスエリア）

樹幹化石メタセコイヤ群（村指定天然記念物）

森下橋「眼鏡橋」（村指定有形文化財）

山田村の伝助の墓（村指定史跡）

三つ子大明神

（区の宝：第５区）
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 65,671
516,629
664,053
389,215
278,306
26,434
221,139
101,957
208,279
4,500

354,846
20,971

2,852,000

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費
歳 出 合 計

議員報酬、議会運営費他
地域づくり夢チャレンジ推進費、村議会選挙他
児童福祉費他
子育て支援事業費、後期高齢者医療費他
多面的機能支払事業他
温泉センター管理運営委託料他
住宅建設費他
非常備消防費他
教育 ICT環境整備他
災害復旧工事費他
起債償還
予備費

科　　目 主　な　内　容本年度予算額
 61,923
501,930
666,222
376,214
312,735
28,357
205,927
109,888
177,294
4,500

384,934
20,076

2,850,000

前年度予算額
 3,748
14,699
△2,169
13,001
△34,429
△1,923
15,212
△7,931
30,985

0
△30,088

895
2,000

比　較

平成27年度一般会計予算28億5千2百万円を可決!!(昨年比0.07%増)
　平成２７年第１回３月議会定例会は、４日から１３日までの１０日間の会期で開催されまし
た。今回提案されたものは、条例制定５件、条例改正６件、第３期地域福祉計画策定１件、議決
事項の一部変更１件、過疎地域自立促進計画（変更）認定１件、村道路線の廃止１件、村道路線
の認定１件、平成2６年度一般会計、特別会計補正予算7件、平成2７年度一般会計、特別会計の
当初予算７件を審議しました。
　４日に開会し、平成２６年度一般・特別会計補正予算７件を先議し、提案理由説明、議案審議
を経て質疑、討論、表決を行い残りの議案説明を行いました。５日は、条例の議案審議、６日
は、１８か所の現地調査、９日から１１日まで条例・予算等の議案審議を行い、1２日は一般質
問で７議員が登壇し執行部を質しました。
　最終日の１３日に、条例の制定・一部改正、平成２７年度予算について質疑・討論・表決を行
ない、全議案を原案どおり可決決定し閉会しました。

■歳　入 【単位：千円】

■歳　出 【単位：千円】

 197,702
35,711
300
280
10

2,700
290

1,562,500
740

35,000
27,514
45,281
300,196
186,565
4,059
1,500

164,000
80,453
23,799
183,400
2,852,000

村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
歳 入 合 計

村民税、固定資産税、軽自動車税他
地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税
利子支払時の税の一部交付金
上場株式配当時の税の一部交付金
株式譲渡時の税の一部交付金
道路の延長と面積による交付金
減収による補填分の交付金
行政機関の均質的な水準確保のための交付金
交通事故発生件数、人口による交付金
人口、従事者数による交付金
民生費負担金（保育料等）他
住宅使用料、体育館他施設使用料他
各種事業における国からの負担金、補助金他
各種事業における県からの補助金、委託金他
基金積立利子、立木売払収入、土地建物貸付収入他
山江村ふるさと応援寄附金
財政調整基金・山江村定住促進基金
前年度繰越金
農業者年金業務受託費、貸付金元利、受託事業収入
臨時財政対策債、林道維持費債、道路橋梁費債、公営住宅費債、小中学校費債

平成２７年度　一般会計予算

科　　目 主　な　内　容本年度予算額
 196,354
35,901
300
300
50

5,000
440

1,570,000
790

20,000
26,159
43,765
274,341
208,019
23,254
1,500
61,000
168,807
11,320
202,700
2,850,000

前年度予算額
 1,348
△190

0
△20
△40

△2,300
△150
△7,500
△50

15,000
1,355
1,516
25,855
△21,454
△19,195

0
103,000
△88,354
12,479
△19,300
2,000

比　較
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 572,500
170,000
144,000
444,000
32,500
65,000

0

520,000
156,000
150,000
470,000
33,000
42,000
2,300

52,500
14,000
△6,000
△26,000
△500
23,000
△2,300

205,002
0
0

177,090
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

247,671
49,898
35,952
122,133

242
23,506

0

119,827
120,102
108,048
144,777
32,258
41,494

0

国 民 健 康 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業
ケーブルテレビ事業
工業用地等造成事業

本年度予算額の財源内訳
特  定  財  源比   較会  計   名 前年度

予算額
本年度
予算額

国県支出金 地方債 その他
一般財源

【単位：千円】

※工業用地等造成事業予算はH26年度までで廃止

平成２７年度　特別会計予算

　３月議会定例会３日目の６日（金）は、午前９時から９月議会定例会時調査後
の平成２６年度事業の村道味園涼松線道路舗装補修工事完了現場をはじめ、村道
水無吐合線防災工事（１・２・３工区）、村道吐合宇那川線防災工事、県道坂本
人吉線（筌野橋）配水管布設替工事、万江保育園改修工事、万江コミセン太陽光
蓄電連携システム設置工事、山江温泉ほたる機械改修工事、農道山田線道路改修
工事、永田井手頭首工改修工事、城永シ切線配水管布設工事、村道山江錦線舗装
補修工事、アグリセンター駐車場改修工事の１３事業及び平成２７年度事業予定
の村道県道下ノ段線橋梁取付道路工事、山田小学校教室床張替工事、北永シ切団
地建物分棟工事など主な事業予定５事業、合わせて１８事業について各事業担当
課の説明を受け現地調査を終日行った。

公共工事現地調査を実施！
平成２６年度完了（13事業）、平成２７年度予定（5事業）

山田小学校教室床張替工事（H26） 山江温泉ほたる機械改修工事（H26）

村道県道下ノ段線橋梁取付道路工事（H27予定） 村道吐合宇那川線防災工事（H26）

地
区
住
民
の
話
を
聞
か
れ
た
ほ
う
が
、
村

長
や
執
行
部
の
た
め
に
も
な
る
と
思
う
。

地
区
の
座
談
会
の
計
画
は
？

地
区
で
の
座
談
会
は
、
早
い
時

期
に
計
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
区
に
出
向
い
て
の
座
談
会

は
、
出
席
さ
れ
る
村
長
と
か
、
幹
部
職

員
の
方
々
に
は
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
る

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。
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一般質問

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら

の
来
客
数
、
売
上
状
況
、
経
営
状
況
に

つ
い
て
？入

浴
者
は
、
12
月
6
9
4
1

人
、
売
店
・
飲
食
宴
会
等
が
、

3
2
4
4
人
、
宿
泊
が
1
4
2
人
、
1

月
は
、
8
7
2
3
人
、
4
1
1
4
人
、

1
5
3
人
、
2
月
は
、
7
2
5
7
人
、

3
5
5
0
人
、
95
人
で
売
上
高
も
昨
年

の
同
時
期
に
比
べ
、
42
万
円
程
増
加
し

て
い
る
。

　

経
営
状
態
は
、
経
費
の
節
減
（
燃

料
費
等
）
が
、
黒
字
に
な
っ
て
き

た
。

お
客
様
の
反
応
・
接
客
・
風

呂
・
料
理
に
つ
い
て
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
？

施
設
の
改
善
に
よ
る
集
客
を
あ

げ
る
。
料
理
を
一
新
さ
せ
る
。
お
も
て

な
し
の
向
上
。
の
３
点
を
重
点
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。

　

接
客
・
料
理
に
対
し
て
は
、
支
配
人

が
経
営
管
理
メ
モ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
問

題
提
起
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
改
善

を
行
っ
て
い
く
と
い
う
経
営
手
法
を
と

・
山
江
温
泉
セ
ン
タ
ー「
ほ
た
る
」の

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
？

・
副
村
長
に
つ
い
て
？

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
ま
る
お
か
号
運
賃
の

補
助
に
つ
い
て
？

立 

道
　
　
徹 

議
員

っ
て
お
り
、
接
客
に
つ
い
て
は
、
全
従

業
員
の
意
識
改
革
を
進
め
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
指
し
て
い
き
、
経
営
の
改
善

に
お
い
て
も
、
徹
底
し
た
管
理
を
行

い
、
決
算
・
財
務
状
況
を
把
握
し
、
改

善
に
努
め
て
い
く
。

　

営
業
部
門
に
お
い
て
も
専
門
の
営
業

を
配
置
し
、
宴
会
等
も
徐
々
に
増
え
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

物
産
部
門
は
、
営
業
部
長
、
特
産
部

長
を
配
置
し
て
、
新
し
い
販
路
開
拓
を

進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
福
岡
、
東

京
の
ス
ト
ア
へ
の
納
品
も
決
定
し
て
い

る
。

　

今
後
も
販
路
開
拓
を
進
め
、
経
営
の

安
定
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

3
期
（
約
1
年
半
ほ
ど
）
で
赤

字
経
営
が
続
い
た
場
合
の
決
断
は
ど
う

す
る
の
か
？

3
期
続
く
と
こ
の
施
設
は
、
駄

目
だ
と
、
従
業
員
に
訓
示
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

　

月
ご
と
に
決
算
し
、
改
善
し
、
新
た

な
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
経
営
状
況

を
見
守
っ
て
い
き
、
現
場
と
の
確
認
を

取
り
な
が
ら
、
お
客
様
の
喜
び
が
売
上

高
に
も
つ
な
が
り
、
村
民
の
活
性
化
の

拠
点
で
も
あ
り
、
観
光
の
拠
点
で
も
あ

る
の
で
そ
う
い
う
施
設
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。副

村
長
に
つ
い
て
？

副
村
長
が
不
在
の
町
村
は
、
相

良
村
と
山
江
村
で
あ
る
。

　

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
現
在
、
そ
の

戦
略
を
策
定
し
て
い
く
た
め
に
は
副
村

長
の
存
在
も
必
要
で
あ
る
。
村
民
の
信

頼
で
き
る
人
を
配
置
し
て
、
期
待
と
幸

せ
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

な
る
べ
く
、
早
い
時
期
に
ご
相
談
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
ま
る
お
か
号

運
賃
の
補
助
に
つ
い
て
？

福
祉
タ
ク
シ
ー
と
は
、
外
出
を

支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
対
象
者
が
概

ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
。
健

康
上
の
理
由
及
び
身
体
的
、
精
神
的
に

障
が
い
等
を
お
持
ち
の
方
で
、
ま
る
お

か
号
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
を

対
象
に
タ
ク
シ
ー
、
ま
た
は
、
リ
フ
ト

付
き
の
車
両
で
自
宅
と
医
療
機
関
、
役

場
、
金
融
機
関
及
び
買
い
物
等
の
た
め

の
店
舗
に
送
迎
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

現
在
、
週
２
回
の
利
用
で
す
が
、
月

10
回
の
利
用
回
数
が
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
公
共
交

通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で
議
論
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

利
用
者
負
担
金
額
は
、
利
用
料
金
の

１
割
負
担
で
あ
る
。

　

今
回
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し

て
、
交
付
金
事
業
に
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
を
予
定
し
て

い
る
。
す
こ
し
で
も
割
安
で
乗
れ
る
こ

と
で
生
活
支
援
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
便
数
も
増
や
し
、
停
留
所
も

増
や
し
、
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
機

関
に
な
る
よ
う
に
毎
年
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
座
談
会
等
で
ま

る
お
か
号
の
あ
り
方
等
、
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

乗合バスまるおか号停留所
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同
居
者
世
帯
の
方
に
も
支
給
で

き
な
い
か
？

こ
れ
は
、
高
齢
者
世
帯
の
生
活

を
支
援
し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
満
70
歳
以
上
の
独
居
世
帯
及
び
満

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
対

し
て
、
１
世
帯
当
た
り
１
万
円
を
支
給

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
は
、
年

金
等
の
み
の
収
入
で
生
活
し
て
お
ら
れ

る
方
の
生
活
を
支
援
す
る
も
の
で
あ

り
、
世
帯
の
中
に
生
活
を
支
え
る
方
が

居
ら
れ
た
ら
、
そ
の
世
帯
は
支
給
の
対

象
と
し
な
い
。

　

し
か
し
、
同
居
世
帯
で
低
収
入
に
よ
り

生
活
が
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
な
方
は
こ

の
い
き
い
き
応
援
手
当
で
は
な
く
て
別
の

支
援
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
度
相
談
を

お
受
け
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
実
情
に
応
じ
た
制
度
の

改
革
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

70
才
以
上
の
同
居
者
世
帯
の
方

に
も
支
給
で
き
る
よ
う
な
条
例
の
改
正

は
考
え
ら
れ
な
い
か
？

・
い
き
い
き
応
援
手
当
に
つ
い
て
？

   「
条
例
改
正
の
考
え
は
？
」原 

先
　
利 

且 

議
員

こ
の
条
例
は
、
年
金
暮
ら
し
等

の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
て
支
給
す

こ
と
を
目
的
に
条
例
が
出
来
た
と
理
解

し
て
お
り
支
給
枠
を
広
げ
た
ら
逆
に
不

公
平
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
条
例
を
改
正

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
の
時
点
は
考

え
て
い
な
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

一般質問

・
農
業
振
興（
学
校
給
食
の
食
材
）に
つ
い
て
？

・
川
辺
川
事
業
の
状
況
と
今
後
に
つ
い
て
？

秋 

丸
　
安 

弘 

議
員

平
成
26
年
10
月
よ
り
、
郡
市
内

で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
学

校
給
食
の
完
全
無
料
化
に
取
り
組
ま

れ
、
子
ど
も
を
お
持
ち
の
親
御
さ
ん
は

大
変
喜
ば
れ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
食
材
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

　

現
在
Ｊ
Ａ
、
物
産
館
等
の
出
荷
協
議

会
か
ら
材
料
を
仕
入
れ
て
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
品
質
や
選
別
等
が
い
ろ

い
ろ
と
問
題
点
が
か
な
り
発
生
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
山
江
村
の
宝
で
す
。
子
ど

も
の
成
長
を
助
け
る
た
め
に
、
安
全
安

心
な
食
材
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
環
境
保
全
型
農
業
、

又
は
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
？
ま
た
、
熊
本
型

特
別
栽
培
農
産
物
有
作
く
ん
な
ど
、
熊

本
県
で
は
、
32.

９
％
の
方
が
特
別
栽
培

と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
山
江
村

で
も
独
自
の
安
全
安
心
な
食
材
を
提
供

す
る
た
め
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
り
、
地
産
地
消
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
農
家
も
潤
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
出
荷
協
議
会
等
を
立
ち
上
げ

て
、
安
全
安
心
な
食
材
を
営
農
指
導
す

る
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
？

平
成
27
年
度
以
降
も
く
ま
も
と

グ
リ
ー
ン
農
業
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、
農
家
の
方
々
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
は

環
境
保
全
で
あ
り
減
農
薬
で
、
安
全
安

心
な
農
作
物
を
つ
く
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
農
業
を
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
農
家
の
方
々
を
増
や
す
た

め
に
も
ぜ
ひ
グ
リ
ー
ン
農
業
の
宣
言
を

し
て
い
た
だ
き
、
学
校
給
食
に
も
農
家

の
方
々
の
ご
協
力
を
賜
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

地
産
地
消
も
含
め
な
が
ら
、
生
産
農

家
の
所
得
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま
す
の

で
学
校
給
食
の
食
材
の
提
供
に
向
け
た

生
産
者
等
の
組
織
を
立
ち
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
心
な
食
材
を
提

供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
辺
川
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
山
江
村
で
は
、
58
h
a
の
造
成
地

が
あ
り
色
々
川
辺
川
事
業
に
対
し
て
は

質
問

質
問

答
弁

国営川辺川造成地
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一般質問
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
九

州
農
政
局
で
は
営
農
計
画
検
討
会
を
立

ち
上
げ
ら
れ
て
、
去
年
の
10
月
か
ら
５

回
ほ
ど
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
出
席
者

は
担
当
課
長
や
事
務
担
当
者
だ
け
あ

る
。
５
回
の
う
ち
１
回
だ
け
が
受
益
者

代
表
で
、
各
町
村
か
ら
１
人
ず
つ
参
加

で
あ
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
鳥
獣
被
害

が
多
く
な
っ
た
こ
と
や
、
農
地
全
体
に

傾
斜
が
付
い
て
い
て
表
土
が
流
れ
て
作

付
け
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ

の
後
の
検
討
会
の
話
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
た
の
か
？

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
か
ん
が

い
排
水
事
業
の
廃
止
の
２
／
３
の
同
意

が
取
れ
な
い
場
合
、
こ
の
ま
ま
償
還
が

発
生
し
な
い
の
か
、
２
／
３
の
同
意
が

取
れ
な
く
て
も
償
還
が
発
生
す
る
の

か
？

造
成
等
の
計
画
変
更
等
は
九
州

農
政
局
の
方
で
進
め
て
い
く
。
事
業
廃

止
の
２
／
３
の
同
意
作
業
は
平
成
27
年

度
か
ら
進
め
ら
れ
る
。
川
辺
川
土
地
改

良
区
の
立
場
か
ら
言
う
と
、
原
則
的
に

は
償
還
金
が
発
生
す
る
の
は
大
原
則
で

あ
る
。 

答
弁

・
地
域
住
民
の
安
心
安
全
対
策
に
つ
い
て
？

・
村
民
を
被
害
等
か
ら
守
る

安
全
対
策
の
取
組
み
に
つ
い
て
？

岩 

山
　
正 

義 
議
員

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
特
殊
詐
欺

の
被
害
者
は
高
齢
者
が
多
い
が
、
村
内

の
被
害
状
況
に
つ
い
て
？

全
国
の
被
害
額
が
５
０
０
億
円

超
え
て
い
る
。
県
内
が
約
６
億
４
千
万

円
、
球
磨
郡
で
は
62
件
で
、
被
害
額
が

６
８
０
万
円
で
あ
る
。
村
内
で
は
相
談

件
数
が
10
件
あ
っ
た
が
被
害
は
発
生
し

て
い
な
い
。

被
害
に
は
遭
わ
な
い
対
策
の
取

り
組
み
は
？

警
察
署
と
連
携
し
、
未
然
防
止

の
講
習
や
独
居
・
高
齢
者
世
帯
の
訪
問

し
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
広
報
や

質
問

質
問

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
よ
る
被
害
防
止
を
図

っ
て
い
る
。

下
校
後
及
び
休
日
や
長
期
休
み

時
の
事
故
や
事
件
に
遭
わ
な
い
安
全
対

策
の
取
組
み
は
？

全
校
集
会
等
で
安
全
指
導
を
行

っ
て
お
り
、
夏
休
み
な
ど
は
長
期
休
業

計
画
を
策
定
し
、
児
童
生
徒
及
び
保
護

者
へ
指
導
し
て
い
る
。
内
容
は
「
２
名

以
上
で
行
動
し
登
下
校
は
寄
り
道
を
し

な
い
」
「
危
険
な
所
や
人
通
り
の
少
な

い
所
に
近
寄
ら
な
い
」
「
子
供
だ
け
で

川
遊
び
や
山
遊
び
は
し
な
い
・
火
遊
び

は
禁
止
」
「
不
審
者
に
遭
遇
し
た
ら
、

大
声
を
出
し
な
が
ら
逃
げ
地
域
の
１
１

０
番
の
家
に
駆
け
込
む
」
「
夜
間
外
出

や
外
泊
は
保
護
者
同
伴
」
と
し
て
い

る
。

村
内
児
童
生
徒
の
携
帯
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
の
現
状
は
？

最
近
固
定
電
話
を
置
か
な
い
家

庭
も
多
く
、
携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
た
せ
る
家
庭
も
あ
る
。
学
校
調
査

で
は
、
小
学
校
で
持
っ
て
い
る
の
が
40

〜
50
人
、
中
学
校
は
原
則
所
持
禁
止
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
現
在
３
人
を
認

め
て
い
る
。
必
要
な
時
は
親
や
家
族
の

を
使
用
す
る
が
18
人
、
一
日
の
使
用
時

間
は
30
分
以
内
で
ト
ラ
ブ
ル
の
報
告
は

な
い
。

携
帯
所
有
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
危
機
認
識
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
？

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

危
機
感
が
あ
り
ま
す
、
村
Ｐ
に

お
い
て
７
月
に
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
講
演

会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
中
学
校
で
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
結
果
を
各
家
庭

に
配
付
し
て
い
る
。
小
学
校
も
同
様
の

調
査
を
し
て
お
り
、
県
で
は
「
く
ま
も

と
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利

用
５
か
条
」
を
作
り
配
付
し
て
い
る
。

中
学
校
で
は
生
徒
会
ル
ー
ル
１
か
条
で

「
親
の
携
帯
な
ど
を
使
用
す
る
際
は
、

親
に
断
っ
て
、
目
の
届
く
範
囲
で
時
間

を
決
め
て
使
う
」
と
し
て
お
り
ま
す
、

親
も
同
じ
認
識
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

質
問

質
問

質
問

スマートフォン

答
弁
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一般質問

・
観
光
交
流
に
よ
る
地
域
の
元
気
づ
く
り
は
？

・
進
め
よ
う
！

夢
の
あ
る
地
方
創
生
へ
向
け
た
取
組
み
を
！

中 

竹
　
耕
一
郎 

議
員

文
化
財
を
活
用
し
た
観
光
交
流

が
望
ま
れ
る
が
、
課
題
解
決
へ
の
認
識

は
如
何
？例

え
ば
大
王
神
社
の
屋
根
葺
き

替
え
等
に
も
苦
労
が
あ
る
。
国
、
県
と

も
関
わ
り
合
い
な
が
ら
保
存
活
用
に
務

め
る
。

相
良
33
観
音
め
ぐ
り
の
12
番
札

所
合
戦
峰
観
音
堂
は
山
田
の
伝
助
殉
教

地
と
し
て
も
観
光
活
用
す
れ
ば
特
に
有

望
で
は
な
い
か
？

整
備
す
る
こ
と
で
地
域
が
に
ぎ

わ
い
、
元
気
が
出
る
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
創
生
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
検
討

し
た
い
。地

方
創
生
総
合
戦
略
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
が
、
少
子
高
齢
に
伴
う

人
口
の
動
き
に
つ
い
て
実
態
を
分
析
さ

れ
た
の
か
？

具
体
的
に
は
次
年
度
事
業
で
人

口
推
計
と
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
に
取
り
掛
か

る
。
２
０
６
０
年
に
は
約
２
０
０
０
人

程
と
な
る
。

　

高
齢
者
は
２
０
２
５
年
が
ピ
ー
ク
で

あ
り
、
そ
の
後
減
少
す
る
。
年
少
人
口

は
15
％
前
後
で
推
移
す
る
。

新
型
交
付
金
を
活
用
し
た
地
方

創
生
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
の
政
策
の
１

つ
、
情
報
端
末
機
器
を
使
っ
た
医
療
機

関
と
行
政
と
個
人
と
を
結
ん
で
医
療
費

削
減
、
介
護
費
削
減
に
挑
戦
さ
れ
て
は

如
何
？

高
齢
者
の
健
康
管
理
業
務
を
進

め
る
上
で
有
望
で
あ
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

・
尾
崎
迂
回
路
に
つ
い
て
？

・
地
区
座
談
会
に
つ
い
て
？谷 

口
　
予
志
之 

議
員

12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
村

長
よ
り
事
業
費
も
高
額
で
あ
り
、
補
正

予
算
に
計
上
す
べ
き
で
は
な
く
、
補

助
、
起
債
等
も
考
え
、
当
初
予
算
で
と

い
う
回
答
だ
っ
た
。
安
全
安
心
を
考
慮

し
た
実
施
設
計
ま
で
で
き
て
い
る
の
に

な
ぜ
新
年
度
予
算
に
計
上
で
き
な
か
っ

た
か
？

昨
年
11
月
に
実
施
設
計
を
完
了

さ
せ
た
。
補
助
金
や
過
疎
債
等
を
検
討

し
た
が
、
道
路
規
格
等
か
ら
対
象
と
な

ら
な
い
。
県
道
相
良
人
吉
線
の
改
良
施

工
も
用
地
の
課
題
等
も
あ
り
、
着
工
の

め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。
予
算
編
成
時

質
問

答
弁

高
齢
者
の
拠
り
所
で
も
あ
る
地

域
の
商
店
の
営
業
が
維
持
で
き
る
よ
う

な
支
援
方
策
は
な
い
か
？

次
年
度
事
業
で
消
費
喚
起
と
生

活
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で
商
工
会
を
通
じ
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
計
画
し
て
い

る
。

高
齢
人
口
が
増
加
す
る
が
、
し

っ
か
り
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
確
立
を

急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
？

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
地
方
創
生
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を
検

討
す
る
中
で
山
江
未
来
塾
か
ら
発
信
し

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
仕
組
み
を
考
え
て
い

く
。

子
供
た
ち
を
守
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
が
必
要
、
更
に
ス
マ
ホ
を
活
用

答
弁

答
弁

し
た
情
報
キ
ッ
ズ
子
育
て
策
は
如
何
？

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ネ
ッ
ト
を

使
う
方
法
が
あ
る
。
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
既
存
の
シ
ス
テ
ム
で
子
育
て
情

報
を
発
信
す
る
な
ど
今
後
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
村
の
姿
が
ど
う
な
る
の

か
？
集
落
が
維
持
で
き
る
か
否
か
？
空

き
家
対
策
、
移
住
対
策
を
含
め
て
今
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
移
住
定

住
促
進
委
員
会
の
中
で
協
議
を
し
て
い

く
。

安
全
安
心
で
不
安
な
く
、
わ
ず

か
で
も
豊
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
隣
同

士
、
家
族
で
暮
し
て
い
け
る
こ
と
を
目

標
に
夢
の
あ
る
地
方
創
生
を
期
待
す

る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

要
望

合戦峰観音堂周辺
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一般質問

・
国
保
医
療
費
と
そ
の
対
策
は
？

・
本
村
の
文
化
財
保
存
状
況
は
？

・
温
泉
の
水
質
状
況
と
宣
伝
活
動
！

西
　
　
孝 

恒 

議
員

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
も

含
め
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
現
状

に
つ
い
て
？

被
保
険
者
数
は
減
少
し
、
医
療

費
は
年
々
高
額
に
な
っ
て
い
る
。
Ｈ
25

年
度
は
一
人
当
た
り
41
万
2
2
2
4
円

で
熊
本
県
内
で
は
、
上
位
か
ら
8
位
で

あ
る
。
生
活
習
慣
病
が
重
症
化
の
た

め
、
健
診
の
受
診
を
勧
奨
し
て
い
る
。

国
保
税
の
収
納
率
は
Ｈ
25
年
度
71.

５

％
、
本
年
度
は
2
月
時
点
で
62
％
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
も
収
納
率
ア
ッ
プ
に

に
お
い
て
前
年
度
対
比
で
３
％
か
ら
５

％
の
削
減
を
念
頭
に
、
新
年
度
予
算
を

編
成
し
計
上
し
な
か
っ
た
。

　

県
道
が
工
事
中
、
そ
の
県
道
を
使
え
な

い
か
ら
迂
回
路
を
つ
く
る
。
県
道
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
地
区
と
県
の
土
木
と
工

事
の
話
し
合
い
の
様
子
を
見
て
み
た
い
。

県
道
の
工
事
の
通
行
止
め
だ
け
の

迂
回
路
で
は
な
い
。
異
常
気
象
等
に
よ
り

地
区
孤
立
の
恐
れ
が
あ
る
心
配
も
あ
っ
て

の
迂
回
路
で
あ
る
。
県
道
工
事
だ
け
の
迂

回
路
で
な
い
と
い
う
認
識
は
ど
う
か
？

路
線
決
定
も
含
め
て
紆
余
曲
折

い
ろ
ん
な
意
見
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

発
注
者
は
役
場
で
あ
る
か
ら
、
予
算
を

組
ん
で
総
合
的
に
慎
重
に
対
応
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
座
談
会
で
地
域
住
民

の
声
も
伺
い
た
い
。

県
道
相
良
人
吉
線
の
未
開
通
部

努
め
る
。生

活
習
慣
病
対
策
や
節
目
検
診

等
、
こ
れ
ま
で
の
適
正
化
計
画
の
状
況

や
そ
の
効
果
に
つ
い
て
？

医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
そ
の

対
策
と
し
て
Ｈ
24
年
度
に
、
た
っ
し
ゃ

か
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
健
康
福
祉
課
で
立
ち
上
げ
、
未
受
診

の
方
に
受
診
勧
奨
し
、
検
診
率
も
65.

42

％
に
上
が
り
県
内
で
2
番
目
に
高
い
市

町
村
と
な
っ
た
。
来
年
度
か
ら
保
健
師

の
雇
用
も
計
画
し
て
い
る
。

分
も
含
め
て
検
討
協
議
さ
れ
今
の
路
線

が
検
討
さ
れ
た
。
年
次
計
画
で
の
計
画

は
な
い
か
？

順
次
年
次
計
画
で
や
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
設
計
ま
で
し

て
い
る
の
で
、
作
ら
な
い
と
は
言
っ
て

い
な
い
。
も
う
一
度
仕
切
り
直
さ
せ
て

地
域
の
住
民
の
方
々
の
話
も
併
せ
て
聞

き
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

作
ら
な
い
事
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
早
期
に
着
工
の
ほ
う
で
、

前
向
き
に
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の

加
入
率
は
？

２
月
末
現
在
で
の
加
入
率
は

78.
８
％
で
事
業
所
等
が
56
件
ほ
ど
加
入

さ
れ
て
い
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
視
聴
率
を

調
査
さ
れ
た
か
？

調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
回

答
率
は
40
％
で
、
満
足
、
や
や
満
足
、

普
通
と
回
答
さ
れ
た
方
が
全
体
で
81

％
。
や
や
不
満
足
、
不
満
と
答
え
ら
れ

た
方
が
11
％
と
な
っ
て
い
る
。
何
ら
か

の
形
で
自
主
放
送
を
見
て
お
ら
れ
る
方

は
87.

29
％
と
な
っ
て
い
る
。

た
ま
に
見
る
と
い
う
方
ま
で
含

め
て
87
％
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

毎
日
見
る
と
よ
く
見
る
だ
け
で
は
半
分

位
の
40
％
に
な
る
。

　

テ
レ
ビ
座
談
会
を
さ
れ
た
効
果
に
つ

い
て
は
ど
う
か
？

テ
レ
ビ
村
長
室
と
い
う
形
で
、
座

談
会
に
代
え
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
効
果

等
々
は
、
テ
レ
ビ
村
長
室
に
対
す
る
意
見

と
い
う
こ
と
で
、
要
望
、
提
案
等
を
取
り

ま
と
め
て
お
り
、
７
地
区
か
ら
47
項
目
の

意
見
、
提
案
、
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
村
長
室
と
い
う
こ
と
で
座

談
会
的
な
こ
と
を
や
ら
れ
た
。
こ
れ
で
は

一
方
的
に
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
先
に

相
手
が
見
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
座
談
会
を
や
っ
て
、
情
報
の
発

信
や
、
村
長
の
考
え
と
か
顔
を
見
な
が
ら

地
区
住
民
の
話
を
聞
か
れ
た
ほ
う
が
、
村

長
や
執
行
部
の
た
め
に
も
な
る
と
思
う
。

地
区
の
座
談
会
の
計
画
は
？

地
区
で
の
座
談
会
は
、
早
い
時

期
に
計
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
区
に
出
向
い
て
の
座
談
会

は
、
出
席
さ
れ
る
村
長
と
か
、
幹
部
職

員
の
方
々
に
は
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
る

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

要
望

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

拡張計画の県道相良人吉線（尾崎）
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全国町村議会議長会より表彰
　熊本県町村議会議長会第６５回定期総会が２月１８日、ホテル熊本テルサで開催された。総会
に先立ち、「住民に開かれた議会」、特に告知端末機での議会周知やケーブルテレビを使った議
会中継など地域の振興及び住民福祉の向上、議会の活性化に努めていることが認められ、全国町
村議会議長会表彰（全国２５町村：熊本県では山江村のみ）の伝達があり代表して松本議長が表
彰を受けられた。（平成１９年に続き２回目）
　今後も住民に開かれた議会、身近な議会として議会活動や地域の活性化に努めていきたい。

国
保
医
療
費
の
中
長
期
的
な
適

正
化
対
策
と
し
て
歯
の
健
康
の
重
要
性

を
考
え
る
が
、
保
育
園
や
小
中
学
校
に

お
け
る
口
腔
ケ
ア
、
フ
ッ
化
物
洗
口
も

含
め
て
そ
の
推
進
状
況
は
？

県
内
の
12
歳
児
の
一
人
あ
た
り

の
平
均
虫
歯
の
本
数
は
、
全
国
で
熊
本

県
が
ワ
ー
ス
ト
5
位
で
、
更
に
本
村
が

県
内
で
も
ワ
ー
ス
ト
1
位
と
な
っ
て
い

る
。
本
村
で
は
現
在
、
2
保
育
園
が
フ

ッ
化
物
洗
口
を
実
施
中
、
ま
た
県
の
補

助
事
業
を
受
け
て
希
望
者
を
対
象
に
、

週
一
回
フ
ッ
化
物
洗
口
を
行
っ
て
い

る
。
歯
周
病
予
防
や
口
腔
ケ
ア
は
全
身

の
健
康
づ
く
り
に
重
要
と
考
え
る
。

本
村
の
指
定
以
外
の
文
化
財
に

つ
い
て
、
資
料
へ
の
掲
載
や
維
持
管

理
、
保
存
状
況
は
？

国
、
県
、
村
指
定
の
文
化
財
が
64

件
、
法
に
基
づ
い
た
未
指
定
文
化
財
は
44

件
あ
る
。
文
化
財
の
保
護
、
維
持
管
理
は

大
変
難
し
く
な
る
状
況
で
あ
る
が
、
文
化

財
保
護
行
政
体
制
を
整
え
て
、
未
指
定
や

未
指
定
外
も
含
め
調
査
し
、
保
存
と
活
用

に
今
後
努
め
て
行
き
た
い
。

山
江
温
泉
の
水
質
検
査
や
、
消

毒
洗
浄
な
ど
衛
生
対
策
に
つ
い
て
？

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
に
よ
る
事
故
は

発
生
し
た
ら
命
と
り
で
あ
る
。
県
の
水

質
条
例
に
基
づ
き
年
一
回
検
査
し
て
い

る
。
送
水
管
も
薬
品
洗
浄
し
て
い
る
。

水
質
の
衛
生
管
理
に
使
わ
れ
る

薬
剤
や
作
業
内
容
、
ま
た
年
間
に
か
か

る
費
用
は
？

殺
菌
消
毒
の
薬
品
は
次
亜
塩
素

酸
ソ
ー
ダ
を
使
用
、
毎
日
4
回
残
留
塩

素
を
測
定
記
録
し
て
い
る
。
飲
料
水
も

滅
菌
を
行
い
こ
の
薬
剤
に
年
間
22
万
円

ほ
ど
経
費
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
洗
浄

に
過
酸
化
水
素
な
ど
使
用
、
配
管
洗
浄

に
は
89
万
円
ほ
ど
経
費
を
要
し
た
。

山
江
温
泉
は
、
昨
年
施
設
改
修

さ
れ
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
る
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
特
長
や
Ｐ
Ｒ
の
考

え
に
つ
い
て
？

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
は
魅

力
あ
る
施
設
と
料
理
、
お
も
て
な
し
の

3
点
を
重
点
的
に
行
っ
た
。
特
に
ス
ー

パ
ー
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
発
生
陶
板
浴
や

最
近
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
バ
ス
も
導
入
、
新

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
完
成
さ
せ
営
業
に
活

用
、
集
客
を
図
り
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

４年間お世話になりました。（平成２７年第２回議会臨時会終了後  3/30）

一般質問

山田小学校「ふれあい歯磨きの様子」



　
出
会
い
と
別
れ
の
時
期
、

花
吹
雪
の
舞
い
散
る
中
、
例

年
の
こ
と
で
あ
る
が
春
の
心

地
良
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
統
一
選
挙

の
当
た
り
年
。
四
年
に
一

度
、
住
民
の
厳
し
い
審
判
を

受
け
禊
払
い
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
部
報
道
機
関

で
は
低
い
投
票
率
に
加
え

て
、
憂
慮
さ
れ
る
政
治
離
れ

に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
。
極

端
に
は
議
会
不
要
論
ま
で
飛

び
出
す
始
末
。
こ
の
ま
ま
で

は
行
く
末
が
案
じ
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
議
会
と
住
民
の
掛

け
橋
で
も
あ
っ
た
議
会
広
報

『
ま
る
お
か
』
が
そ
の
役
割

を
ど
れ
だ
け
果
た
し
た
だ
ろ

う
か
？
広
報
に
携
わ
っ
た
一

員
と
し
て
心
も
と
な
い
。
め

げ
ず
に
愛
読
頂
い
た
方
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
住
民
の

声
が
届
く
身
近
な
議
会
に
な

る
よ
う
精
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
後
に
期
待
し

ま
す
。

　
四
年
間
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。だ
ん
だ
ん
な
ぁ
！

（
文
責
　
中
竹  

耕
一
郎
）

だんだんなぁ

………………… 平成２７年第２回臨時議会報告 …………………

地方創生「まち・ひと・しごと創生事業」補正予算を可決！
　平成２７年第２回山江村議会臨時会が3月30日招集され、平成26年度山江村一般会計補正予算（第8
号）及び平成26年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第5号）と平成26年度山江村特別会計介
護保険事業補正予算（第４号）を審議し、原案どおり可決決定しました。
　今回の補正予算は、一般会計においては、主に地方交付税の確定と地域住民生活等緊急支援のための交
付金（まち・ひと・しごと創生事業：プレミアム付商品券助成金等）で補正前の額に歳入歳出それぞれ
119,492千円を追加し、総額を31億6千2百423千円としました。　　
　また、特別会計国民健康保険事業補正予算は、主に調整交付金の確定によるもので補正前の額から歳入
歳出それぞれ22,515千円を減額し、総額を5億3千万2千円、特別会計介護保険事業補正予算は、主に高齢
者介護サービス等費負担金の財源組替で歳入歳出それぞれ総額増減なしの既定の額とし可決しました。

【広報編集特別委員会】    委員長／中竹　耕一郎　　副委員長／西　  孝恒　　委　員／秋丸　安弘・谷口  予志之

■歳　入 【単位：千円】

【単位：千円】■歳　出

  300
300
50

5,000
440

1,570,000
790

20,000
283,749
214,114
193,900
3,042,931

利子割交付金の増
配当割交付金の増
株式等譲渡所得割交付金の増
自動車取得税交付金の減
地方特例交付金の増
特別交付金の増
交通安全対策特別交付金の減
地方消費税交付金の増
地域住民生活等緊急支援のための交付金（消費喚起・生活支援型、地方創生先行型）

地域づくり夢チャレンジ推進費補助金の減、農地中間管理機構事業委託費の減

道路新設改良事業の増

利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
村 債
歳 入 合 計

  13
834
1,085
△1,914
356

67,133
△86

12,426
35,689
△844
4,800

119,492

  313
1,134
1,135
3,086
796

1,637,133
704

32,426
319,438
213,270
198,700
3,162,423

548,003
349,554
102,120
222,146
190,543
384,934
47,173

3,042,931

総 務 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費
歳 出 合 計

  37,983
△3,176
△730
△176

0
213

85,378
119,492

  585,986
346,378
101,390
221,970
190,543
385,147
132,551
3,162,423

まち・ひと・しごと創生対策費他の増
農業振興費、畜産費、果樹振興費の減
温泉センター工事請負費の減
用地購入費の減
財源の組替
臨時財政対策債償還等の増
予備費の増
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一般会計補正予算（第８号）

科　　目 補正前の額 補 正 額 計 説    明

科　　目 補正前の額 補 正 額 計 説    明


